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平成25年10月22日 

各  位 
                          会 社 名  日本電産株式会社 
                           代表者名  代表取締役社長 永守 重信 

                           取 引 所  東証一部（６５９４） 

                                    ＮＹＳＥ（ＮＪ） 

                           問合せ先  広報宣伝・ＩＲ部長 田村 徳雄 

                           Ｔ Ｅ Ｌ  （０７５）９３５－６１５０ 

 
 
 
当社子会社の第２四半期連結累計期間の業績予想値と決算値との差異に関するお知らせ 

 
 

 
   当社子会社である日本電産リード株式会社(コード: 6833東証)は、平成25年4月23日に公表し 

 た平成26年3月期（平成25年4月1日～平成26年3月31日）第2四半期連結累計期間の業績予想 

 値と本日発表の実績値に差異が生じましたので、別紙の通りお知らせいたします。 
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平成25年10月22日 

各 位 

                           上場会社名  日本電産リード株式会社 

                           代表者名   代表取締役社長 戒田理夫 

                                   (コード番号  ６８３３） 

 問合せ先   経 理 部 長 松浦正明 

                                (ＴＥＬ    075-315-8001) 

 
 

第２四半期連結累計期間の業績予想値と決算値との差異に関するお知らせ 
 

  平成25年4月23日に公表した平成26年3月期（平成25年4月1日～平成26年3月31日）第2四半期連結  

 累計期間の業績予想値と本日発表の実績値に差異が生じましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 
１． 平成26年3月期第2四半期連結累計期間の業績予想値と実績値との差異 

（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

 
 
２．差異の理由 

当社グループは電子回路部品の品質判定を行う検査装置を市場に提供しており、その主要マーケットである

プリント基板・半導体パッケージ検査装置市場においては、スマートフォンやタブレットPC関連分野での設

備投資需要が売上を牽引し、前々期第4四半期から当期第2四半期まで7四半期連続の売上増となりました。 

 
当第２四半期連結累計期間においては、半導体パッケージ検査装置や検査用治具の販売が台湾や韓国向けに

拡大したほか、日本向けではタッチパネル検査装置の販売が拡大いたしました。これらの製品に加えて、新規

分野として開発に取り組んでいた光学式検査装置やＭＥＭＳプローブ製品も新製品の出荷を開始し売上増加

に貢献しております。 

これにより、当第２四半期連結累計期間においては半期ベースで過去最高の売上高を更新するとともに、営

業利益、経常利益及び当期純利益も過去最高を更新することとなりました。 

 

なお、下期以降の業績見通しが不透明であるため、通期業績予想の修正は現時点では行いません。 

 

以 上 

 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回予想（A） 5,800 1,100 1,100 700 50.00

実 績 値（B） 8,232 1,286 1,345 884 63.18

増 減 額（B-A） 2,432 186 245 184 ―

増 減 率 （％） 41.9 16.9 22.3 26.4 ―

(ご参考) 前第2四半期実績 

(平成24年9月期） 
5,783 1,202 1,172 822 58.77


